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２
０
０
６
年
６
月
か
ら
、

駐
車
違
反
の
取
締
り
の
民
間

委
託
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
改

正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ

れ
、
駐
車
違
反
に
対
す
る
規

制
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
公
益
性
の
高
い
歯
科

訪
問
診
療
な
ど
に
お
い
て
も

「
民
間
監
視
員
に
よ
っ
て
ス

テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
た
」
な

ど
の
声
を
聞
く
。

　

警
察
署
長
の
駐
車
許
可
証

で
の
対
応
が
可
能
で
あ
る

が
、
警
察
署
に
よ
っ
て
は

「
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
対
応
す
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
ま
た
発
行
の
手
続
き

に
も
手
間
が
か
か
り
、
急
な

往
診
の
依
頼
に
対
応
で
き
な

い
な
ど
、
非
常
に
活
用
し
づ

ら
い
制
度
で
あ
る
。

　

協
会
は
、
昨
年
の
大
阪
府

交
渉
と
あ
わ
せ
て
大
阪
府
警

と
の
懇
談
を
実
施
。
そ
の

際
、
大
阪
府
公
安
委
員
長
へ

歯
科
訪
問
診
療
を
行
う
歯
科

段
野
雅
一
評
議
員
（
南
部
地
区
）

医
師
個
人
に
対
し
て
駐
車
禁

止
除
外
指
定
車
標
章
の
発
行

が
可
能
な
府
道
路
交
通
規
制

に
改
正
す
る
よ
う
に
要
請
し

た
。

　

エ
ン
ジ
ン
や
器
械
な
ど
を

患
家
に
運
搬
し
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
歯
科
訪
問
診
療

の
特
徴
や
、
許
可
証
で
の
対

応
は
時
間
・
場
所
が
限
定
さ

れ
て
い
る
う
え
に
、
発
行
要

件
が
厳
し
く
な
っ
て
許
可
さ

れ
な
い
事
例
が
あ
る
こ
と
な

ど
も
指
摘
し
て
、
除
外
車
標

章
の
発
行
を
求
め
た
が
、
府

警
は
公
安
委
員
会
に
伝
え
る

と
答
え
る
に
留
ま
っ
た
。

　

歯
科
訪
問
診
療
の
役
割
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

協
会
に
は
、
患
者
の
健
康
を

守
り
歯
科
医
療
を
改
善
す
る

立
場
か
ら
、
大
阪
府
警
に
対

し
て
粘
り
強
く
交
渉
し
て
い

た
だ
き
、
除
外
指
定
車
標
章

の
発
行
を
引
き
続
い
て
要
請

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
川
光
彦
評
議
員
（
北
大
阪
地
区
）

門
奈
丈
石
評
議
員
（
南
部
地
区
）

　

橋
下
知
事
の
も
と
で
「
大

阪
府
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム

試
案
（
Ｐ
Ｔ
案
）」
が
発
表

さ
れ
た
。
Ｐ
Ｔ
案
で
は
、
実

態
を
無
視
し
て
明
日
に
も
財

政
再
建
団
体
に
陥
る
か
の
よ

う
に
宣
伝
し
て
い
る
。
そ
れ

を
根
拠
に
、
大
阪
府
の
府
民

サ
ー
ビ
ス
を
大
幅
に
削
る
方

向
を
打
ち
出
し
た
。

　

試
案
で
は
、
現
在
実
施
し

て
い
る
４
福
祉
医
療
費
助
成

制
度
（
乳
幼
児
・
ひ
と
り
親

家
庭
・
障
が
い
者
・
老
人
、

一
部
負
担
金
一
部
助
成
）

を
、
現
行
の
１
回
５
０
０
円

（
月
２
回
ま
で
）
か
ら
１
割

負
担
に
改
悪
す
る
方
針
で
あ

る
。
ま
た
私
学
助
成
や
学
校

警
備
員
の
削
減
な
ど
、
教
育

分
野
で
も
大
幅
に
予
算
を
削

減
す
る
方
向
で
あ
る
。「
こ

ど
も
が
笑
う
大
阪
」
を
公
約

と
し
て
当
選
し
た
知
事
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
非
常
に

あ
き
れ
た
内
容
に
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
府
民
サ
ー
ビ

ス
を
大
幅
に
後
退
さ
せ
る
一

方
で
、
ダ
ム
建
設
や
水
と
緑

の
健
康
都
市
な
ど
の
主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
見
直
し
は
ほ

と
ん
ど
具
体
化
さ
れ
て
お
ら

ず
、
示
さ
れ
た
予
算
の
削
減

幅
も
僅
か
で
あ
る
。

　

乳
幼
児
医
療
で
は
全
国
最

低
水
準
が
よ
う
や
く
「
就
学

前
ま
で
」
助
成
す
る
市
町
村

が
増
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
大
阪
府
の
改
悪
に
よ

り
市
町
村
の
市
民
サ
ー
ビ
ス

玉
川
明
弘
評
議
員
（
東
部
・
西
部
地
区
）

な
か
で
も
九
条
に
つ
い
て

は
、
改
憲
反
対
が
60
％
と
改

憲
賛
成
の
31
％
の
約
２
倍
に

も
上
り
、
圧
倒
的
多
数
に
な

っ
た
。

　

名
古
屋
高
裁
の
判
決
は
、

政
府
の
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵

行
為
に
対
し
て
真
正
面
か
ら

憲
法
を
当
て
は
め
、
明
確
に

「
違
憲
」
と
判
決
し
た
歴
史

的
・
画
期
的
な
判
決
で
あ

る
。
軍
事
優
先
が
強
め
ら
れ

て
い
る
昨
今
に
お
い
て
違
憲

判
決
は
、
憲
法
９
条
の
生
命

力
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

い
ま
社
会
保
障
（
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
）
が
改
悪
さ

れ
、
貧
困
と
格
差
が
拡
大

し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
日
本
国
憲
法

は
、
世
界
に
誇
る
平
和
憲
法

で
あ
る
と
と
も
に
、
30
条
項

目
に
お
よ
ぶ
人
権
条
項
を
持

つ
世
界
で
最
も
豊
か
な
人
権

憲
法
で
も
あ
る
。
光
り
輝
く

憲
法
９
条
・
25
条
を
守
り
発

展
さ
せ
る
「
お
お
さ
か
医
科

・
歯
科
九
条
の
会
」
へ
の
、

引
き
続
く
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

差
が
拡
大
し
、
戦
場
へ
兵
士

が
送
り
込
ま
れ
る
実
態
を
指

摘
し
た
。
ま
た
、
社
会
保
障

を
守
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

平
和
を
築
き
、
平
和
で
あ
る

こ
と
が
社
会
保
障
を
拡
充
す

る
礎
と
な
る
こ
と
を
発
信
し

て
き
た
。「
九
条
の
会
」
は

全
国
で
７
千
を
超
え
た
。

　

こ
の
１
年
間
を
振
り
返
る

と
、
憲
法
を
め
ぐ
る
状
況
は

大
き
く
前
向
き
に
変
わ
っ
て

き
た
。『
読
売
新
聞
』
の
調

査
で
、「
憲
法
を
改
正
し
な

い
ほ
う
が
い
い
」
が
「
改
正

す
る
ほ
う
が
い
い
」
を
15
年

ぶ
り
に
上
回
り
逆
転
し
た
。

年
２
月
の
発
足
以
来
７
０
０

人
以
上
の
賛
同
者
を
得
た
。

こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み

は
、
安
斎
育
郎
さ
ん
（
立
命

館
・
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館

長
）
に
よ
る
「
憲
法
九
条
・

今
度
の
騙
し
は
手
ご
わ
い

ぞ
」、
堤
未
果
さ
ん
（
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
）
の
「
格
差
が

生
み
出
す
悲
劇―

知
ら
れ
ざ

る
米
軍
兵
士
の
実
態
」、
デ

ニ
ス
・
カ
イ
ン
さ
ん
（
元
米

軍
空
挺
部
員
）
の
「
真
実
を

聞
い
て
く
れ
、
俺
は
劣
化
ウ

ラ
ン
を
見
て
し
ま
っ
た
」―

―

を
企
画
。
構
造
改
革
を
推

し
進
め
る
こ
と
で
貧
困
と
格

　

「
お
お
さ
か
医
科
・
歯
科

九
条
の
会
」
は
、
２
０
０
６

　

２
０
０
８
年
５
月
、
大
阪

の
医
科
・
歯
科
保
険
医
協
会

会
員
が
１
万
13
人
に
な
り
、

全
国
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
１

万
の
大
台
を
超
え
た
。
こ
れ

は
歯
科
医
療
の
向
上
と
保
険

医
の
生
活
を
守
る
と
と
も

に
、
国
民
誰
も
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
づ

く
り
を
目
指
す
我
わ
れ
の
活

動
が
、
充
実
と
発
展
へ
と
歩

ん
で
い
る
証
だ
と
思
う
。

　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

は
、
数
人
の
有
志
に
よ
る
世

話
人
会
を
経
て
71
年
４
月
、

百
人
の
同
志
が
集
ま
り
「
歯

科
保
険
医
の
会
」
と
し
て
発

足
し
、
75
年
６
月
「
大
阪
府

歯
科
保
険
医
協
会
」
に
改

称
、
79
年
１
月
に
は
会
員
数

千
人
を
突
破
、
85
年
５
月
に

は
二
千
人
を
超
え
、
現
在
は

３
７
４
５
人
と
着
実
に
増
や

し
て
き
た
。
協
会
発
足
当
時

は
医
療
機
関
が
少
な
く
、
我

わ
れ
は
長
時
間
の
診
療
を
強

い
ら
れ
研
鑽
や
休
養
も
ま
ま

な
ら
ず
、
患
者
は
待
ち
時
間

が
長
過
ぎ
る
な
ど
医
療
か
ら

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
協
会
は
そ
の
打
破
を
目

標
に
結
成
さ
れ
、
会
と
し
て

　

協
会
は
第
44
回
通
常
評
議
員
会
を
５
月
24
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
07
年
度
決
算
・

08
年
度
予
算
案
な
ど
３
議
案
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤
回
を
求
め
る
決
議
」

「
府
独
自
の
４
医
療
費
助
成
削
減
の
撤
回
を
求
め
る
決
議
」
が
採
択
さ
れ
た
。
参
加
評
議
員

か
ら
も
、
府
の
４
医
療
費
助
成
制
度
削
減
へ
の
反
対
や
、
医
科
・
歯
科
協
会
１
万
人
突
破
な

ど
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
。
発
言
要
旨
に
つ
い
て
掲
載
す
る
。

発言助成守れ 評議員
か　ら

駐
車
禁
止
除
外
指
定

車
標
章
の
発
行
を

段
野　

雅
一
（
南
部
地
区
）

府
の
４
福
祉
医
療
費

助
成
制
度
を
守
る

平
川　

光
彦
（
北
大
阪
地
区
）

医
科・歯
科
１
万
人

突
破

門
奈　

丈
石
（
南
部
地
区
）

光
り
輝
く
憲
法
９
条

を
発
展
さ
せ
る

玉
川　

明
弘
（
東
部・西
部
地
区
）

　

伊
津
進
弘
理
事
長
が
挨
拶

し
、
評
議
員
の
先
生
方
に
対

し
て
日
頃
の
協
会
活
動
へ
の

協
力
に
謝
意
を
述
べ
る
と
と

も
に
、「
今
後
さ
ら
に
協
会

を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
地
域

で
の
歯
科
医
師
や
患
者
の
要

望
の
声
な
ど
を
引
き
出
し
て

協
会
ま
で
寄
せ
て
欲
し
い
」

と
、
今
後
の
協
会
活
動
へ
の

さ
ら
な
る
協
力
を
求
め
た
。

　

山
本
敏
克
評
議
員
（
東
西

南
地
区
）
の
乾
杯
で
懇
談
が

始
ま
り
、
理
事
・
監
事
の
紹

介
な
ど
の
進
行
の
も
と
に
、

参
加
者
ら
は
会
食
し
な
が

ら
、
普
段
は
な
か
な
か
機
会

の
少
な
い
交
流
の
場
を
満
喫

し
た
。

　

評
議
員
会
終
了
後
、
保
険

医
会
館
５
階
で
懇
親
会
を
開

き
、
評
議
員
・
執
行
部
・
事

務
局
ら
が
参
加
し
た
。会食しながら交流する評議員・役員ら

＝５月24日、保険医会館　　　　　　

協
会
活
動
を
語
る

評
議
員
・
役
員
ら
交
流

ま
で
後
退
し
か
ね
な
い
状
況

に
陥
っ
て
い
る
。

　

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」

が
地
方
自
治
体
の
本
旨
で
あ

る
。
橋
下
「
改
革
」
は
、
こ

の
本
旨
に
ま
っ
た
く
逆
行
す

る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
歯
科
医
師
会
は
、
休
日

夜
間
救
急
診
療
所
な
ど
の
４

項
目
の
存
続
を
求
め
て
、
府

民
40
万
人
か
ら
の
署
名
を
提

出
し
、
府
医
師
会
も
４
医
療

費
助
成
で
署
名
を
実
施
す
る

と
聞
い
て
い
る
。

　

橋
下
知
事
は
自
ら
の
支
持

率
75
％
を
背
景
に
、
府
民
に

負
担
を
お
し
つ
け
る
や
り
方

を
ゴ
リ
押
し
し
よ
う
と
し
て

お
り
、
到
底
許
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。

　

協
会
と
し
て
も
住
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、

改
悪
阻
止
の
運
動
に
、
予
算

を
費
や
し
大
胆
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
学
術

の
研
究
や
保
険
診
療
の
研

究
、
共
済
制
度
の
整
備
に
税

金
対
策
、
そ
し
て
医
療
制
度

の
改
悪
に
反
対
し
会
員
の
権

利
と
と
も
に
国
民
の
健
康
を

守
る
活
動
な
ど
と
広
範
な
運

動
を
展
開
し
て
き
た
。

　

だ
が
、
こ
の
活
動
は
エ
ン

ド
レ
ス
で
あ
り
、
新
し
い
保

険
医
療
の
あ
り
方
の
追
求
と

組
織
の
拡
大
を
目
指
し
て
、

力
を
あ
わ
せ
て
進
も
う
で
は

な
い
か
。
７
月
５
日
の
記
念

式
典
に
は
、
お
祝
い
と
と
も

に
会
員
へ
の
感
謝
を
込
め

て
、
先
生
方
の
ご
参
加
を
お

願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。


